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研究成果の概要（和文）：目的は次の2点、１）学校現場における心の減災教育に関する現状と教員の意識を把握する
、２）児童生徒を対象とした心の減災能力育成と心の健康な発達促進を統合したモデルに沿って心の減災心理教育プロ
グラムを開発することである。
 結果は以下の通りであった。1）A県内の幼稚園，小学校，中学校，高等学校，特別支援学校の計1299校と教員1285名
を対象とした質問紙調査の結果，心の減災心理教育を実践する学校は極めて少ないことが示された。2）通年3回型(ス
トレス対処法、認知修正、対人関係)心理教育プログラムの開発を行い、試行授業および効果測定を実施した結果、1回
の授業でも効力感や自尊感情が向上することが示された。

研究成果の概要（英文）：We conducted the following research:Study I: To investigate the current state of e
ducation on disaster prevention and reducing post-disaster psychological trauma in schools of Prefecture A
.Study II: To develop three education programs for reducing post-disaster psychological trauma, which invo
lves a mental health program. The results were as follows:1)The study subjects were 1,285 teachers from 1,
299 schools. Most of the schools did not provide education for reducing post-disaster psychological trauma
. 2) We provided 5th- and 6th-grade students with a trial class on reducing post-disaster psychological tr
auma. Their self-esteem and self-efficacy improved after the class.
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１．研究開始当初の背景 
東日本大震災後、臨床心理学分野におい

ても防災心理教育プログラムに関する研究
が盛んに報告されているが、その多くは防
災の心理教育に特化しており、災害発生に
かかわる地質学、建築学や医学などの基礎
知識教育と統合したものではない。またよ
り広い視点として心の健康教育の中で扱わ
れることも少ない。そのため、学校現場で
は防災心理教育のための新たな指導時間を
組み直す必要があり、通常の教育体制に組
み込むには対時間効果からも課題が多い。 
２．研究の目的 
本研究の目的は、本研究の目的は次の 2

点にある。すなわち、１）学校現場における
心の減災教育に関する現状と教員の意識を
把握すること、２）児童生徒を対象とした心
の減災能力育成と心の健康な発達促進を統
合したモデルに沿って心の減災心理教育プ
ログラムを開発し、効果測定による検討を行
うこと、にある、 
 
３．研究の方法 
 1）学校現場における心の減災教育に関す
る現状と教員の意識を把握：A 県内の幼稚園，
小学校，中学校，高等学校，特別支援学校の
計1299校と教員1285名を対象とした質問紙
調査を実施した。 
 質問項目 防災教育におけるストレス対
処への取り組みの現状とニーズに関する項
目として，以下の 3項目を実施した。すな
わち①災害時のストレスへの対処を防災教
育に取り入れていますか。②災害時の児童
生徒へのストレスへの対処方法に関する教
員研修を行っていますか。③ストレスへの
対処方法を防災教育の中に取り入れる必要
があると思いますか。本質問項目は，Ａ県
教育委員会が実施した防災教育に関するア
ンケート調査の一部として挿入依頼したた
め，項目数はあらかじめ 3項目と決められ
ており，また回答は，他の項目と同様に「は
い」「いいえ」の 2件法とした。 
 さらに、防災教育における現状・意識・
ニーズに関する項目 16 項目と心の健康教
育に関する項目 4項目から成る質問紙調査
も行った。質問項目については、防災教育
においてはストレス対処法とともに，自己
効力感や集合体の繋がりの支援が重要であ
るとする報告（島津 2012 など）と筆者ら
の東日本大震災後の心のケア実践および報
告会を参考にして作成した。 

2）心の減災心理教育プログラム開発と効
果測定：ストレス対処法に関する心理教育プ
ログラムの開発を行い、小学校 5，6 年生計
23 学級を対象とした試行授業および効果測

定質問紙を実施した。質問項目：質
問項目は，恐怖感情，脅威の深刻度，
避難行動効力感，一般的効力感，自
尊感情，自己制御各 1 項目計 6 項目
を事前事後項目として，また事後項
目として呼吸法の主観的効果，対処
効力感，災害時の呼吸法の行動意図，
平常時の呼吸法の意図の各 1 項目計
4 項目を加えた。回答は「そう思う」
から「そう思わない」まで 4 件法と
して，各項目 4 点満点として集計し
た。また自由記述欄を設け授業の感
想を求めた。授業参加した教員に対
しては，児童における授業の理解度，
関心度，恐怖感情の喚起の程度，10
秒呼吸法の理解度，関心度と今後の
呼吸法実施に関する各 1 項目で計 6
項目の質問と自由記述を求めた。 
 
４．研究成果 

1）学校現場における心の減災教
育に関する現状と教員の意識把握：防
災教育においてストレス対処を取り
入れている学校は全体の約 8.3％であ
った。もっとも高い割合を示したのが
定時制高校の 16.1％であり，次に特別
支援学校の 13.8％が続いた。全体とし
ては 90%以上の学校がストレス対処に
関する指導教育を実施していないこ
とが示された。さらに，ストレス対処
に関する教員研修を行っている学校
は全体の 5.2％と顕著に低値であった。
その中で特別支援学校は 19.4％と高
く意識の高いことが認められた。一方，
ニーズについては，89.3％の学校がス
トレスへの対処に関する教育が必要
と回答していた。 
全体をまとめると，学校での防災教

育において心の減災心理教育を実践
する学校は極めて少ないこと，一方で、
教員は研修・知識習得や心理教育に対
する強いニーズをもっていることな
どが明らかになった。 
2）心の減災心理教育プログラム開発
と効果測定：通年 3 回型(ストレス対
処法、認知修正、対人関係)心理教育
プログラムの開発を行い、小学校 5，
6 年生計 23 学級を対象とした試行授
業および効果測定質問紙を実施した。
授業前後に実施した効果測定質問紙
の結果、同時に教員に対する質問紙も
実施した。 
結果は、ストレス対処法 10 秒呼吸

法プログラム授業を通して，地震発生
時の対処効力感のみでなく、一般的効



力感や一般的自尊感情も上昇することが示
された。 

 児童の自由記述は 265 名（86%）の児童に
記述が認められた。記述を KJ 法により
322 個のラベルとして抽出し呼吸法に関
する記述と地震に関する記述の大カテゴ
リーに分類し，さらに呼吸法は 5 分類，地
震は 2 分類にして検討を行った。その結果
呼吸法に関する記載が 87%を占め，中でも
災害や緊張場面で呼吸法を実施してみよ
うと思ったという呼吸法行動意図の記載
が全体の 45%，呼吸法でリラックスできる
ことを実感したという記載が 24%に認め
られた。 

  教師に対する授業後質問紙の結果は表
6 に示した。児童における授業の理解度，
関心度，恐怖感情の喚起の程度，10 秒呼
吸法の理解度，関心度いずれの項目におい
ても平均点は 3.42から 3.83点と高く効果
のあったことを示していた。一方，今後の
呼吸法の実施については平均 3.25 とやや
低値であった。これに関連して自由記述で
は「（朝の会などで）続けるのが良いと思
うが時間的なことがある」「呼吸法はどの
ような場面でどう使用するのか，どのよう
な効果があるのかもう少し押さえてほし
かった」といった記載が認められた。 

 
本結果は，1 回のプログラム実施であっ

ても，一定の効果が認められたことを示唆
するものといえよう。教員による児童の参
加度や関心度，理解度の評価においても高
い評価を得ており，児童が授業に積極的に
参加していたものと思われる。この評価は
筆者らが授業実施した際に児童の授業へ
の集中の高さや，関心の高さを実感したこ
とを裏付けるものでもあった。さらに事後
調査において，86%という多くの児童が自
発的に自由記述を記載しており，この数値
からも児童が関心を持って参加し得るプ
ログラムであったことが考えられる。また
効力感が上昇した背景には 10 秒呼吸法の
体験が大きいと考えられる，自由記述の
87%が呼吸法に関する記述であったこと
もそれを支持するものであろう。10 秒呼
吸法は児童においても簡単に習得できる
ストレス対処法であることや，実際に脈拍
測定を行い，視覚的体験的にリラックスし
たことを実感できる，という授業方法も効
果の要因として考えられるであろう。こう
した，簡単なストレス対処法の習得は「困

ったことがあっても自分で解決で
きる」「自分に満足している」とい
った一般的な効力感や自尊感情に
も影響するものであることが示唆
された結果であった。改めて，子ど
もたちにとって「自分で（も）出来
る」という実体験は自尊感情にも影
響するという点で極めて重要なポ
イントであるものと思われた。 

  一方，教員の評価においても概ね
良好な結果であったが，自由記述に
おいて，呼吸法について利用方法や
効果の説明が不足していたことに
ついての記述が認められ，改善点で
あると思われた。また，教員は呼吸
法の練習の継続的実施については
やや低評価であった。時間的制約に
関する自由記述も認められたこと
などからは， 1 回の授業実施で教
師に日常への適用を動機付けるに
は十分とは言えないことが示唆さ
れた。 

  以上をまとめると、災害に遭遇す
る前に心の減災に関する知識と対処
スキルを獲得することで児童生徒の
災害対処効力感を高め、被災時の心理
的反応を軽減させるのみならず、その
根底に自尊感情や対人関係スキル育
成を置くことで、児童生徒の日常的な
こころの健康増進に繋がることが示
唆されたといえる。 
 今後の課題として、継続的な年間プ
ログラムの開発と教材開発を行うこ
と、また中学生高校生対象とした心の
減災プログラム開発が必要であると
思われた。 
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